月　　日
証明問題　　　　　　　　　　　年　組　番号　名前
　仮定（仮に言えること）　　ならば　結論（言いたいこと）　となることを証明せよ
手順
1 まず、結論（＝ゴール、目的）を確認する
（この問題で言いたいことは何かを確認する）
この問題の目的が何なのか？
(1) 「角度が等しいことを示すこと」なのか
(2) 「辺　が等しいことを示すこと」なのか
(3) 「ある2辺が平行であること」　なのか
2 結論（＝ゴール、目的）を達成するにはどうしたらいいか、その方法を考える
（言いたいことを言うには、どうしたらよいか、その方法を考える）
(1) 「角度が等しいこと」を言うには→ 「２つの三角形が合同」を示せばよい
理由　合同な三角形の対応する角はそれぞれ等しいから
(2) 「辺　が等しいこと」を言うには→ 「２つの三角形が合同」を示せばよい
理由　合同な三角形の対応する辺はそれぞれ等しいから
(3) 「ある２辺が平行であること」を言うには→ 「錯角または同位角が等しいこと」を示せばよい
理由　錯角、同位角が等しければ、2辺は平行だから
· （ウ）については結局、目的が変わり（ア）に移る

例題　図において
AB＝AD

∠ABC＝∠ADE

ならばBC＝DE

となることを証明せよ。
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↓これを示すには…
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ならば





BC＝DE





↓何を示したらよい？








